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おしませ自然。 

シャトレしセのわ菓子は山が育ち。 

日本一のお実郷とお上の酪農地帯です。 

潑んだを気と豊かな自巧を、 

満載しています。 

をして、日本中をわいしい笑頌でみたをぅと 
シヤトレしセのフレッシュパワし 
ハンドボール部とらども、 

世紀じ向って、 

さ.，：に火きく飛擢しようとしています。 



各理事の紹介、委員会メンバ I 等 
じついてはみ号でお知らせします。 












第 14 回全国富校選抜大会 


i 义留米工大付 ( 4 年ぶり已回目) 
善名古屋短大付 ( 3 年ぶ 03 回目】 

第け回を国島校釀城大会は、3巧巧日から卽 a までの4日間、愛知県体育館 
で.究女を巧チームが参加して關摧された。 

男子は下馬評 S 高かうた次留ホエ大か.(福岡.)が、順当じ勝.ち進み、決勝では 
食い下がる桃山孕院(太阪)をふリ切って4年ぶり日回目の優勝を飾った。 一 あ 
'の女子は、ちち屋短大が(愛知〕と川略化(巧窠 W ) のが勝戰どなったが、おま屋 
爆大巧が終鑑站る川贿化を.ふり切って.3をぶリ3回目の優勝を飾った" 


男子 


半の得占';差をずり岡崎城西が勝利 
を得た。 


•回戦 
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ミ那 賀 
1(和歌山) 


、じ —6, 

8 — 9 

〔戦評〕立ち上がり、東京は伊藤 
の速攻で先取し、4連続得点と好 
スタ—卜を 切った。那賀は、東京 
の速いずりになめあぐむが、上西 
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當.’〇 03440223110 




のサイド、生熊のロングなどで追 
擊する。しかし、スピ I ドに勝る 
東京のな撃をずり切れず、じ一 6 
と東京の6点リ—ドで前半を終了。 

後半に入り、那賀は生熊のロン 
グなどで3点差まで追い上げるが 
I 歩およばず、 W — 巧で東京の勝 
利で終わった。 


岡崎城西。 


「じ {4 


L 東 
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vi 江寺中山相古 W 築水堀 
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の連続得点、また彼からの攻めに 
ょリディ フェンスを 崩し、岡崎城 
西が徐々に得点を引き離していつ 
た。東山はやや無理な攻めで得点 
ができず、前半は 5318 で終わっ 
た。後半は一進一退のちいで、前 


5 興 南 
2 ( ホ縄) 


2 PTCO 钱 

(戦評一前半は香川•平田、興南. 
外間の両ェ—スの活躍で互いじ譲 
らず互角に試合を進める。後半、 
香川は相手のミスをつき速攻で着 
実に加ぶし、ぺースをつかみかけ 


たが、姑る興南をなかなか引き離 
せない。リードしているにもかか 
わらず焦る香川の攻撃にミスか出 
て残り1分、皿ハ南は同点に追いつ 
く。延長戦じ入っても一進一退は続 
き、両者必死の粘りを見せ、 PT 
C にもつれ込む。 PTC の結果、 
210で香川中央が勝利をつかん 
だ。 


530 00117221920 
:垣座数原嘉原嘉松間里間 

识伊新蒙棚名棚比徳外宮外 
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リ馬谷石本山保田谷沢田村 

话相藤明増大久原入藤平西 
得〇 002 so 21082 
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青森商 

(青受 
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UI 71 


"馴路湖陵 
— (北海道) 


〔戦評〕開始早々、両チ I ム積極 
的にシュートを巧ち合い6 — 3。 
W 分から W 分にかけて落ち着いた 
ゲームの流れに変化し、両チ—ム 
とも2点ずつ得点したが、高をを 


化ず003311104000 
が川部山山辺川代川神池地 
鹏森 田 
说小渡松横山松赤中池西汲 
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翻森沢一 
请莫ムー 


沢谷口田元田藤骄藤陽村 


が大高山福權成ェ小ェ神田 
得0 OU 430001300 
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軸とするパワー、体格に勝る青森 
商がスピードの訓路湖陵に勝り、 

； 217 で折り返す。 

後半に入り、馴路も懸命の粘り 
を見せるが、青森商.高をの活躍 
で じりじりとリードを 広げ、 の一 
25で青森商が勝利を収めた。 

吉 井9 「slafi 7巿岐阜商 

(群馬)1 b —9」 1 ( 岐き) 

〔戦評〕両チ—ムとも長身のロン 
グシユーターを配したチームであ 
る。ま井は、田島、加藤を中、心に 
フリ I スロ I からのセットプレ I 、 
市岐阜商は加藤、水野を中ムにサ 
ィドの口 ！リングからロングシユ 
—卜、立ち上がりから両校セット 
勝負となり、 818 の同点で前半 
を終了。 

後半に入っても力の均衡した両 
チームは1点を争う好ゲ^ " ムを展 
開す る。 W み過ぎ、2点差に開い 
た吉并が GK 小沢の好ずに肋けら 
れ、そのまま勝利をつかんた。 
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贩宮岡鉛塩平加高水±化二 
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(戦評〕化陸のスロ1オフで始ま 
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ったが、新居浜エが西川のサイド、 
楠田のセンタ I からのカットイン 
などで立ち上がり 5 分に 3 JO と 
した。北陸は走り込んでのロング 
シユ—卜がなかなか決まらず、前 
平：2分まで得点できなかった。新 
居浜エのフェイントからのしつこ 
い攻撃に化階はペナルティや退場 
をとられ、前半はぺースに乘れな 
かった。 

後半に入っても新居おエのぺ I 
スは衰ぇず、ペナルティ、ル1ズ 
ボールからの速攻、サイドシユー 
卜などで加点した。一方北陸は、 
サイドシユ—卜、ペナルティなど 
新居おエの GK 有友の好ずにぁい 
散発的に得点をするがぺ I スに乗 
リ切れず、終了 5 分前に連続得点 
をするが、悔いの残る試合であつ 
たと思う。 
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り{女大壬局坪金上神荒網中化 
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桃山学院 


{大唆 
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、で7^目尾 這 

,〔}9」1 ( 広 島) 
〔戦評〕前半 W 分までは、桃山ポ 
スト プ レ—、 尾道は ロングシュ！ 
卜で置角であったが、長身者の多 
い犀道にがし、桃山は前への早い 


ディフユンスで相手の超を止め、 
速なでリードする。後半も桃山の 
激しいチェックにより尾道のロン 
グシュ I 卜も単発 じ 終わり、ディ 
フェンスからの速攻、大爵のロシ 
グ、ミドルなどで着々 と 加点した 
桃山が快勝した。 
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g 村原ホ中藤田を醉岡本田岩 

M 中佐西須島搞熊片山本白 
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，り— 〇〇」1(化お道) 

〔戦評〕立も上がりから市川の近 
藤、福田を中、心とするきれのょい 
フェイントとスピードある攻撃に 
有斗デイフ卫ンスはほんろぅされ 
6分、じ分、 J ：：； 分と相次いで退場 
者を出した。有斗は 9 分、石井の 
ロングで 3 点目を取るが、が後、 

市川の前に出るデイフ卫ンスを崩 
せず、25分まで得点できなかった。 
それに 巧し、 市川は 秋葉、鶴田を 
中んに得点を重わ、前半じ— 5 の 
大差で巧り返した。後半に入って 

も市川 ぺース は崩れず、下西のポ 
ストシュ—卜 などで加点した。有 
斗は石并のロングを中ムに反撃す 
るが、時すでに遅く、挑 IU の大 
差で市川が有斗を破った。 
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If 、田藤崎川泉西田井妻田 

ま斉山西和浜條石新山 
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1《愛知) 


〔戦評 J 前半 U 分まで2 t 2の 
スロ ーぺ I スなゲ I ム展開となる。 
熊本は速攻で 3 点を連取し、ぺ I 
スをつかみかけるが、桜台も永田 
のサィドシュートなどでょく粘り、 
I 進 I 退のゲ I ムとなった。 

後半に入って、熊本はスピ—ド 
ある攻撃でじリじりと突き放す。 

楼台は熊本の高い守りをなめきれ 
ず、結局パワーに勝る熊本が勝利 
を収めた。 
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ともよく走り、早いパス回しから 
カットインプレ1、サイドシユー 
卜などで攻撃し、‘点を取り合った 
が、横お商工のでがややシユート 
力に勝り、また GK の好ずもあり 
前半を： 5 — 6 で巧り返した。 

後半に入り、四日市エは 3 — 3 
のディフェンスに出たりポストプ 
レ I などで連続得点しリズムに乗 
リかけたが、横浜商工はあわてず 
マイぺースなボール回しから々ッ 
トイン、ロングシュ I - ^で得点す 
るが、前半の失点が大きくなかな 
か追いつけず、そのままノ{タイ 
ムとなった。 
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〔戦評〕立ち上がりから両チーム 


(山口) 

〔戦評〕前半、お互いの 1 • 5 デ 
ィフ卫ンスに攻め手を欠き、下松 
エは広政のロングシユ—卜、東京 
は高漸のサィドシユートをきっか 
けじして得点を積み重ねていった。 
後半じ入ってすぐ下松エが逆転じ 
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体摸施殼の••接をメーカ 



本ハンドボール協会おをお骇造ェ巧 
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デ721広島爲福山ホ引巧な5— が 
TEL (0849) 41— 0230 


成功し、 GK 获原の好キーピング 
もあり波じ乗った下松ェの一方的 
な試合となった。後半まで東京は 
スタミナがもたなかったのが残念 
である- 
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一^を一古 P 内松伊石天宮村亀 
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1:略城西？2 1,3— 」巧香川中央 

〔戦評〕試合開始早々、香川がポ 
ンポンと 2 点を連取。 5 分過ぎか 
ら瞬崎城西がリズムを取り戻し、 
3分頃には 3 — 3 の同ぶとする。 
巧分頃までお互い無得点が続いた 
か、化み過ぎからゲ1ムが動きだ 
し、香 W •大山、平田のスカイを 
はさみ、両 チー ムー進一退の展開 
が続いたが、 817 と岡崎城西が 


巧〇 0017020122 

け鶴谷お本山保田谷沢田村 

藤明増大久原入藤平西 
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‘本木庄八 n 瀬野木 

. 森 原 、 

^江寺中山相古川繁水堀 

得007036200000 


1ぶリードし.て前半を終了。 

後半の立ち上がり、岡崎城西. 
中村、山本のシユ）卜が決まり、 
岡崎ぺ I スかと思われたが、香川 
も大山を軸に粘りをみせ'必死に食 
い下がる。結局、要所で中村を中 
ムとした岡晦城西が常じ 3 点をリ 


収めた。 

をが市ェ 
(石川) 


挑 


巧育森商 


，〔—6」 

〔戦評〕前半、一進 r 退の攻防が 
続き、 W 分まで 515 の同点であ 
った。を沢巿エは青森商の両が度 
に対してよく前に詰めたが、ポス 
卜のマークが甘くなリ、ポストが 
からんだ得点は 9 点のぅち 7 点も 
あった。1方、金沢市エは全員が 
得点す る ことができ、サィド、ポ 
スト、 センタ！ から ミ ドルシュ— 
卜など、どこからでもまんべんな 
く得点を重わていった。 

後半立ち上がり、青森商は小野 
のロングシュ^—卜、高をの P T で 
すぐに同点に追いついたが、金沢 
市ェのディフ卫ンスは詰めが早く 
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: S 生高山笛松中 f 山大 

得00165 K 11 3100 


青森商は。ハスミスが多くなり、金 
沢市エは速攻などで 9 連続得点を 
ぁげて試合の流れは一方的に金沢 
市エになってしまった。青森商は 
ディフェンスで 1 • 5 や 2 • 4 を 
試みたが、流れは最後まで金沢市 
ェであった。 


I ドをキープ して 55 — 巧で勝利を 义工大附 


(福岡) 


引 


8ま 井 


巧！ 

た — C 

〔戦評；ーサィドシユート、速攻で 
開始早々り—ドを奪った久工大附 
が有利に試合を進める展開となつ 
た。ま井も田島のロングを中、心に 
応戦するが、着実にチャンスをも 
のにし、加点していく久工大附が 
2213の大量りードで析リ返した。 

後半に入っても久工大附の I 方 
的な試合展開は変わらず SI 8 の 
大差で終了した。ま井にとっては 
実力を十みに発揮できないまま終 
わった試合であった。 
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浦和学院 


(埼玉) 




’巧 — 7^ 9新居浜エ 

,9— じ j 1(愛媛) 
〔戦評5立ち上がり、新居浜ェは 
ミスが目立ち、 5 点の ビハインド 
を背負う。その後は一進一退が続 


くが浦和学院•山口などの高さ 
のあるシユートなど.で。ハワ { 、ス 
ピ I ドに勝る浦和がじりじりと引 
き離し、巧 —7 で前半を終了した。 

後半に入り、新居お H はミスが 
なくなり、攻めにつながりが出て 
本ホの新居おェらしさを出したも 
のの、浦和 GK 諸橋の好ずに阻ま 
れ点差を詰めることができなかつ 
た。 


がす004504042000 
52友田田岐橋藤川 W 元を川 

馨藤福±割高伊西古大薑 
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i 堪 s ' 姐. 
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桃山学院リ 


学法石川 

(福曼 


Lei 

〔戦評〕兩チームとも全員がよく 
走り-スピードと力感あふれるプ 
レ—を見せ、終始激しい攻防をく 
リ広げた。立ち上がりはオフ王ン 
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‘ L き藤大鈴矢武大酱 
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♦第 [4 回全国高校選ま友大会 


FP 

兼•川 
田口 


誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという魔法がかか 
ると、一瞬のうもじ輿奮 
のるつぱと化してしまう。 


-缀のまらがさと 


チおレンジお一 


七 ノー も誇り高き チャレンゾャ 
— 。より良質の素巧をボめ、よ 
り精巧な製品を生み出す巧力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額にホる一粒の汗と同じです。 



日本ハンドボール協をおを工場 

6Senoli 

本な/東巧额モ代田区巧田司恥巧 (03)3292-54 り 


スのミスが目立ったが、次第にぺ 
!スをつかみ一進一退の展開で前 
半を終了。 

後半も同様のぺ I スでゲ！ムが 
進んだが、7分過ぎ学法石 W の相 
ホぐ退場をきっかけじ桃山が一気 
にスパ— 卜し 5点差とした。学法 
石川も粘りを見せるが、点差を縮 
めるまでには至らずゲーム終了。 


熊本巿商^;; 


化市 川 


L ロム」 

(戦評〕立ち上がりから両チーム 
ともカットイン、ポスト、ロング 
と多彩なな撃で一歩も譲らず 、I 
進一退の攻防を展開した。巧分を 
過ぎたあたりで市川が熊本の下が 
り気味の I 線ディ フ卫ンス をなめ 
あぐむ よぅじな り、 これを 熊本は 
速な じ 持ち込む良い形でリードす 
るが、前半終了間際に ミスを 連発、 
遇に市川が速攻で追い上げ、 . 1点 
差で巧り返した。 

後半に入っても1点を争う内容 
で、熊本が森山のカットイン、速 
攻でリ1ドすれば、市川も下西の 
ポストで追いつき、息をのむ展謂 


8 齡 

邮滕一 


07050231000 

:瀬西邸藤中旣葉田を数生 

首下中近山猪秋福西珠ぞ 
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上村崎井中戸巧場橋趙満山 

ヒち 

が村史ぉ平田城野馬石大ホ森 

視〇 0414000004.8 


尚 


となった。後半 W 分過ぎ、市川が 
シ ュート ミスを 続けた ところで熊 
本は確実に得点し、勝負を決めた。 

'Yo, 

112 


育 英 
(兵望 




巧横浜商工 


〔戦評〕前半立ち上がり、育英. 
田中のロングシユ I 卜、化村のポ 
ストシユ！ 卜が 決まり、 育英のぺ 
1スで試合が進んだ。しか， J 、 横 
浜は落ち着いて自分たものプレ— 
を続け、徐々に点差を詰めていつ 
た。後半に入つても両チ—ム速い 
動きで一進 r 退の攻防が続いた。 
後キ如分、育英が3点リードし、 
勝負あつたかに思われたが、終始 
自分たもの ぺ！ スを ずり 続けた横 
おが 残り W 秒で 追いつき延長に入 

つた。 

延長に入リ、田中のシュ1卜が 
決まり育英ぺ—スで進んだ。横お 
も必死で追いつこうとしたが、育 
英が1点差で逃げ切った。 
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富藤菅根橋野查村上高藤 

SIS 伊小関高高鉛中戸海：3^ 


^ごを.織掛 


，口村岡骄$田水原野 


し 水田ず化松上田古同森清太中 
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下松ェの 


巧—口 


の岡崎城西 


〔戦評.〕岡崎城西のスロ： オフに 
始まり、岡崎•中村のシユートで 
先制。 すぐに 下松エ•坂根のサイ 
ドシユ ー トで 同点。両チ ー ム とも 
素早い動き、固いディ フ卫 ンスに 
ょリ好ゲ1ムとなった。前キの分 
までは下松エのシユ—卜が決まら 
ず、岡崎城西のぺースであったが、 
下松 hgk 获原のがずにょり耐ぇ、 
前半終了間際で逆転に成功、 

にで前半を終ぇる。 

勢いに乗った下松エは、後半も 
自分たちのぺースでゲ—ムを進め、 
2点差と する。しかし、 岡崎城西 
も粘りをみせ巧分過ぎに同点に追 
いっき、一進 I 退の好ゲームとな 
った。巧分、下松ェ.元久のシュ 
—卜か決まり再びリードを広げ、 

の — W と2点差で逃げ切った。 
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射上^ 庄合瀬野村 
霄 森原 
が江寺中山相古 W 繁水奥 
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g 原部政田畑久本根村田科 

〇狄檀広岡呈冗、宮坂田原保 
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义エ大附22 


8 — C 

化 —0 


M をお巿ェ 


〔戦評〕金沢.松田のミドルシュ 
—卜、久工大附•三谷のサィドシ 
ュ—卜で始まる。その後両チ—ム 
とも単調なシュートが続き、思ぅ 
よぅな追加点が取れなかったが、 
W 分過ぎ久工大附は速攻、ポスト 
などで連取し、前半を 816 とり 
1 卜 する 

後半に入り、久工大附の多彩な 
攻撃で点差がにがりかけたが、を 
沢市ェ もよくおり 、I 進 I 退のな 
防が展開される。中盤な降、地力 
に勝る久工大附が確実に加点し、 

K — is で勝利を収める。 
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桃山学院け 


「 81 C 


W 浦和学院 


〔戦評〕桃山学院が連続3得点、 
ホに浦和学院が連続4得点とお互 
い速攻を武器に一歩も謗らぬ展開。 
^2分、浦和-山口の退場にょりず 
りの穴をついて2得点した桃山が 
ま導権を握り、前半を815で終 
了。後半に入リ、出足銳ぃディフ 
エンスが浦和の攻撃を止め、点差 
を広げていった。両チ—ムの堅い 
守りと桃山-福谷、浦和.諸橋の 


3回戦 




































好キ—ピングか化る試合であった。 
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〔戦評〕立ち上がりから両チーム 


シユ—^を巧ち合い、おもしろい 
ゲーム展開となる。先行したのは 
熊本巿商で、米満らのシュ I 卜が 
決まリ4 —1でリ—ドする。 ，，. 3か 
し、育英も負けず劣らず、5分過 
ぎから田中のロングで追い上げ、 
616 と追いつく。その後は両チ 
I ムとも速攻とロングをま体じ似 
たょぅなな撃を展開、追いつ追わ 
れつの好ゲームとなる。 

後半に入っても両者譲らず、激 
しい攻防をくり広げる。しかし残 

りの分、育英にミスが出て、ここ 
を速なでものにした熊ネ巿商が波 


に乗り、差を広げていった。育英 
もなんとか食い下が ろうとす るが、 
熊本市商の勢ぃ，を止めるまでには 
至らなかった。 
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久工大附如 


ロー 71 


じ下松ェ’ 


〔戦評〕前半立ち上がり一進一退 
であり、 W み過ぎょリ久工大附. 
中間のポストプレーを下松エがず 
れず、じりじりと点差が開いてい 
つた。下松ェのロングシュートの 
確率が悪く、速攻へつながれ前半 
は^2|7と久ェ大附がリードした。 


5 ザ〇 03003300003 
が原部政田畑久本根村田科 
y 千一 
〇狄極広岡田元宮坂田原保 
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巧ず〇 00011102573 


後半、下松エのシユ—トミス、 

久工大附の GK の好ずによリ下松 
エにじ分間得点がなく、逆に久エ 
大附は前半同様ポストへパスを通 
すな撃によリリードを広げ、 

で勝利を収めた。 

桃山学院 W し j n 熊本巿商 

〔戦評〕前半 W 分間、熊本市商の 
鳥いディ フ卫ン スに桃山の大野、 
白鳥らの ロング シユートが おさえ 
られ、熊本市商がリードするが、 
相手反則から連続得点を得るなど 
中盤で桃山が粘る。しかし、終了 
目分前より森山らの得点で熊ネ市 
商の 2 点リ I ドで前半を終える。 

後半、大野の連続得点でぺース 
をつかんだ桃山が開始後 W 分で逆 
転じ成功、あせる熊本.米満の退 
場で差が開くかに見えたが、岩崎、 
平井らの頭張りで差を1点におさ 
える。しかし、一再 一ニ ナイスネ ー ピ 
ングを見せた桃山•福谷が終盤で 
も頭張リ、中村、文平らのサイド 

シユ-^もみまるなど、白熱した 

好ゲームを桃山学院かものにする。 
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纖 Victor 

今日の ヒーローは 

背番号6。 


ヒーローじなる選手は、どこか輝いている。 
新発売のコンパクトカラー 「Gmch Magazinej 
も、ファッショナブルでスポーテイで、感度 
バツグンのバーソナルタイプ。释いてるナー。 
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6型コンパクトカラーテレビ 

GX-60 

標準価格79,800円 ( AC をぉ忖 
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決滕 


乂工大附巧 


巧桃山学院 


な11 

(戦評〕強豪を連破し波じ乘る桃 
山学院と実力どおりに勝ら上がっ 
てきた久工大附との間での決勝戦 
となつた。 

試合開始から両チ！ムともにス 
ピードををかした展開となったが、 
巧点チャンスを確実にものにして 
いく久工大附が終始リードするお 
で試合は進む。桃山も持ち味を生 
かした攻守で応戦し、1点差の好 
ゲ I ムで前半を久工大附のリ ] ド 
でがリ返した。 

後半に入っても両チ I ムとも素 
晴らしい動きを見せ一進 I 退の妹 


ゲ I ムが展開されたが、高いシユ 
—トブロックから速攻へ持ち込む 
展開でリズムをつかんだ久工大附 
がリ I ドをにげる。桃山も必死に 
食い下がリぺースをつかもぅとす 
るが、確実な得点力と固い守りを 
十分に発揮した久工大附がの一巧 
で桃山学院を振り切り優勝を飾っ 
た。 
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川崎 


，岩固商 


スはあるのだが、シュートミス、 


(神奈川) 1 L 8 — 王 1 ( 山口) 

〔戦評〕立ち上がリ両チームとも 

固さが見られ、ミスが多くなかな 
か得点につながらなかった。5分 
を過ぎたあたりで互いに調子を取 
リ戻し、をが動くょぅになった。 

そんな中で川崎化は早いつめで失 
点を巧ぎ、船山のポストシュート 

を中ムに着実に得点していくが、 
おキ終了間際にミスを連発、これ 
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诘坂初倉唐白太中村小山藤 
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崎掛山合本田森が島 

S 池小吉を船落森武若小松 

得001105109000 


5 

リ 

T 

P 

3： 

7 


パスミスなどミスが多く、決定巧 
を欠くまま I 進1退の攻防をくり 
返した。最後まで惜しいプレ—が 
続いたが、武田のミドルなどでじわ 
じわり！ドした川崎化が逃げ切った。 


宣 真 


(大坠 




。高松東 
I 香 W ) 
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(戦評；一高松東のスロ.—オフで始 
まったが、立ち上がリ両チ—ムと 
もやや固さが見られたが、3み過 
ぎに高松東がロングを決めれば、 

宣真はポ.ストシユ—卜で返し 、 W 
分過ぎまでぶの取り合いが続いた。 
この後、宣真は速い走リ込みでぺ 
ナルティ I を誘い、高松東には3 
回の退場が出るなどして WI 6 と 
大きく宣真がリ I ドして前キをが 
リ返した。 

後半は、宣真•荒川のポストシ 
ユ—卜をはじめ中里の速攻などで 
得点を重わた。一方、高松東もネ 
ャプテン橋谷のロングなどで応戦 
•するが、終わってみれば^ —口と大 
差をつけたまま宣真が勝ち進んだ。 


褐〇02000270200 
教田川野井井松河を野を村畑 
松 
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〔戦評〕立も上がり W 分間は両チ 
—ムともに決定力を欠き、得点が 
入ちなかった。しかし、実力に勝 
る東海かは GK の好ずじかけられ 
ながらも3本の速攻から自分たち 
の。へ—スに持ち込み、得点を重わ 
ていった。 

後半に入って、大分雄城台は得 
点が決まるょぅになったものの、 
東海女のぺースを止めることかで 
きなかった。 
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熊本女子〇 — 5彦根商 

(熊 本) 2 L 719」 1 ( 滋背) 

〔戦評一前半なかばまでは両チー 
ムとも固さかとれ ず、 よく 走って 
ボールをつなぐのだがなかなか決 
定巧が出ない。そんな中、熊本女 
商•森下の活躍もあって徐々にエ， 
ンジンがかかり、持ち前のクロス 
攻撃から加点、前キを^3 — 6で析 
リ返した。 

後半に入ると、熊本か商に退場、 
失格者が出てやや浮き足だったと 
ころを彥根商のエース吉川が巧も 
まく 〇、 じりじりと差を詰めるの 
だが、要所で熊本は効果的な、ンユ 
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!卜が決まり、彦根の必死の追い 
上げも実らなかった。 
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敬山川江中川菅本川井村崎 

據片前葛田吉小」尾福浅木川 
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浦がは横山と鈴木のきれの良いジ 
ヤンプシュ1卜と堅いデイフェンスじ 
より確実に得点を重わ勝利を得た。 


郡山女 C 
(福島)， 


r9— 


U 巧木商 
I ( 榻木) 


、巧151〇静岡城化 
，り—5」1 ( 静 岡) 

〔戦評〕立ち上がリ、城化は营津 
のステップシユートがみまり得点。 
これにがし浦和は横山のジャンプ 
シュ—卜で得点し、試合が動き始 
めた。 W 分過ぎまでは一進一退の 
展開であったが、浦和は堅いディ 

フェンスから連続9得ぶをあげ主 
導権を握った。 

後半に入っても浦がの勢いは衰 
ぇない。城化は新井がジャンプ、 


广日 i 9 」 

〔戦評 J 前半立ち上がり、両チー 
ムとも動きが固くミスが目立った 
が、 U 分、栃木商•伊沢のカット 
インをきっかけにゲ—ムが動きだ 
し、；分過ぎから郡山女が伊東の 
速攻、今野のロングで得点を重ね 
で917で前半をがリ返した。 

後半、 U 分過ぎまで一進一退の 
攻防が続き、巧分には栃木商が高 
瀬の連続速なで同点じ追いついた 
が、 W み過ぎ退場をが出たところ 
で万事休す、郡山女に得点を許し 
そのまま逃げ切られてしまった。 
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伊藤か横鈴小斉正平夏瀬 

得004455024000 W 

ステップと応戦するが、 GK の好 
守にあいなかなか得点ができない。 


(III 重)1 1.815」 1 ( 奈良) 

〔戦評〕立ち上がりはお互いに素 
早い動きでミスも少なく巧内容で 
あったが、決定力がないうえに両 
チームの GK の好守によりお互い 
じ点が取れず、前半を終わって5 
.— 4で添上がリ I ド。 


後半も I 進一退の攻防が続き、 
残り5分で WIW の同点。しかし、 
ここでこの試合1人で6得点をあ 
げている晚•中川のロングシユ— 
卜が決まり、また残り3分で晚. 
石原のカットにより2点差として 
最後の添上の連続攻撃にも耐えて 
焼が辛くも逃げ切った。 
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，じ—目^ 3 小 杉 

，口 —7」 1 《富 山) 

(戦評〕お互い自分たちのプレ！ 
ができず苦しいスタート。前半5 
分は、ペナルティ—を2本入れた 
山曝ホが4 — 2でりードする。こ 
こで互いに相手のディフェンスが 
崩せず5分間得点なし。少しずつ 
動きのかみ合ってきた山陽女が田 
中の速攻で点差を広げ、前半はじ 


〇添 上 f 6 で終了。 


後半、小がの動きも見ちかえる 
ょぅに良くなリ、連続2得点で試 
合の斤方もわからなくなったが、 
左が度の新村の多彩なシユ—卜も 
山陽の村実、玉野の高いブロック 
に阻まれ、逆に点差を広げられて 
しまつた。 
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(愛知) 4乐— 4」9(化海道) 

〔戦評〕開始早々、名短付が速攻、 
ミドルで4連続得点し、勢いに乗 
つた。その後も地力に勝る名短か 
が速な、カットィン、ロングと多 
彩なな撃で着実にリードを広げて 
いった。札幌巧寒も精 I 杯食い下 
かろうとするか、個々の1が1の 
強さで一枚も二枚も上手な名短付 
を苦しめるには至らなかった。 
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_今治化 
I ( 愛璧 


〔戦評〕前半立ち上がり、両チー 
ムとも固さがありなかなか得点に 
結びつかなかったが、江東商は根 
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巧ちこんでしまう性烙です0 
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面白 t 、なあ、くや U 、な、うれ U 、なと首つな、るうちにここにいた。 

ボ ーM 、つこあれば、#中になれるポクたちは、きっと天下無 g のき甘きなんだ、と思 t 、ます。 


Tango 

HSH3AD タンゴ3号 ¥6,000 

■天な皮さ 《■«(! 品•ホ a ぃ 

因本リーグ男子 H さ巧 


m 刻 te が 


なまをれ 1 F なぞみ 

柴を本な東まが■田区な川5下目5-?于130なが泌巧 -7 助1巧 
大巧•ををミ•巧巧.広 JS •地を.化な•リノ USA •テユツセルドルフ W.G. 


本が巧分、パ分に。ハス カットから 
速なじ持ち这めば、化分、巧分に水 
落がロングを決めみしずつリード 
を広げた。今治化はチャンスはで 
きるが、ンユートが決まらず、キヤ 
プテン丹下がヶガで退場するなど 
不運もあって日で前半をがり 
返した。 

後半は両チームとも無理な攻め 
が目立ち、一進一退をくり返した 
が、残り 5 分の江東商の連続得点 
で後半も 916 と計8点差をつけ 
て江東商が勝ち上がった。 
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聖和学園 
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〔戦評〕聖和2点リ1ドで始まる 
が、川崎化も積極的なディフェン 

スから攻撃のリズムをつかみ、一 

進1退のな防が続いたが、川崎化 
2点り—ドで前半を終了。後半、 
川崎化は固い守りと要所で武田が 
確実に勝利をものにした。 

両チ I ムのェースが小気味よい 


シュ ートを 決め、最後まで緊張感 
のあるよい試合であった。 
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〔戦評3両チ I ムとも持ち味を生 
かした プ レ— を展開す る。 速い フ 
ットワ— ク、フ卫 ィントで攻める 
宣真に巧し徹底して下がってずる 
東海か、前半 W 分ぁたりまで一進 
】退の攻防が続き、評判どぉリの好 
ゲ！ム となる。しかし、 残り 5 分 
で東海女がおけ出し、 UI 6 で前 
半を終える。 
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喧進緒稲野荒小^入山武 
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後半開始直後、宣真の猛反撃が 
始まり、ロング、速攻などで W 分 
過ぎに同点に追いつく。しかし、 


東海かも踏んばり、途中退場者を 
出したものの今日大活罐の前原が 
シュ！卜を確実に決め、突き放し 
にかかる。宣真、最後までがんば 
るものの結局東海ホが逃げ切った。 


熊本ホ商巧 


、じ—3^1 訓路湖陵 
Is 213」(北海道) 

〔戦評〕前半開始 W 分までは両チ 
1 ムとも動きが固く、化ミスが続 
き得点できない。訓路は外からの 
ロングシユ—卜を巧つが得点でき 
ず、熊本の速なををける。速攻で 
リズムをつかんだ熊本は森下、松 
村のカットィン、サィドシユ！卜 
などで得点を重ねリードを広げた。 

後半も訓路の攻撃は中央に片寄 
り、無理なロングシュ！卜が多く 
得点のチャンスがつかめない。攻 
擊力に勝る熊本が勝利を収めた。 


Jooooo 
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が村内下嶺村金本本川が 
本橘 東 
麟木か森長松未寺わ立田 
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，じ —8、 

〔戦評〕前半、小松市かはエ！ス 
宮崎の個人拨ををかしたロングシ 
ュ ー ト 、ステップシュートで 4 連 
続得点をあげ、ゲームの主導権を 
握った。浦和実も小松巿女の堅い 


ずりじ苦しみながらも、横山の口 
ングシユートなどで食い下がり、 
前半を WI 6 と小松の' 4 点リード 
で折り返した。 

後半立ち上がり W 分までは一進 
r 退の攻防が続いたが、地力に勝 
る小松市かの強烈なシュ1トカの 
前に必死のディフ卫ンスも巧ち破 
られ、一方的な試合となった。 
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本 庄？3 


巧郡山女 


〔戦評〕立も上がりから本庄は口 
ングシユ—卜 がみまらず、郡山女 
は細かいミスから自分たちのぺ！ 
スをつかめず、決定力に欠けたた 
め一進一退をくり返した。両チ！ 
ム ともに 速な、ポストプレーでぺ 
1スを取り戻 そぅとす るが、両 G 
K の好ずに阻まれ、 717 の同点 
で後半を迎えた。 

後半に入っても、試合のが況は 
変わらず、本庄の2回の退場の際の 
2点を郡山女はずれず延長となる。 
延長になってからは、ネ庄かポス 
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トロン ク、サイドシュ^ と 本来 
の力を発揮し、接戦をものじした。 


得〇 00803232000 
お困田藤野木田葉困東賀本口 

望裏今一一積千高伊志山矢 


8 


リ 


K 

G 


審•術省一 T 


每お」 


お田^ 口木*矢藤瀬木上元 

發二岳黒富大染佐広赤井奎 

得〇 00911206200 


尚 

別 


「 81 U 


晚 


昭お学院 C 

罕曼1 

〔戦評〕開始早々、昭和の前にお 
るディフ卫ンスをフェイントでな 
き2点を連取したが、昭和も2つ 
巧ペナルティースロ—を確実に決 
め、中盤は特有の素早い動きで着 
実に得点を重ねり—ドを奪った。 
昭和の俊敏な動きに晚ディフ卫ン 
スは岡の退場を含め警告2、得点 
は 8 i 5 で前半を折り返した。 
後半立ち上がり、昭和がサイド 

シュー,^^2本を おり まぜ3点を速 
取して波に乗る。昭和の厚いデイ 
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觸ホ佐鳴福豊大細梅若阿増 
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フェンスを前に晚もがんばるが、 
どうしても今一歩追い上げること 
ができなかった。 


名短付の 
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〔戦評〕前半は両チームとも早い 
パスワークから積極的な攻撃をし 
かけ、山陽は玉黙、村実のロング 
シユート、名短付は川口、稱田、 
山川のロングシユートで得点〜を重 
わ、互角に戦ったが、前半残り5 
分、山陽の攻撃にミスが出て名短 
付が速なとロングシユートでわず 
かにリードした。 

後半立ち上がり、名短付は早い 
ディフェンス•フットワークで山 
陽の攻撃をおさえ、山川のミドル、 
梶田のロング、カットィンなどで 
り—ドを広げた。山陽も巧分過ぎ 
からサイド攻撃により点差を詰め 
るが、今ーホ追いつくことができ 
なかった。 
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〔戦評〕前半 W 分までは互いにミ 
スが多く思ったようなな撃ができ 


ない。 W 分過ぎから夙川学院の速 
攻、ポストプレーが決まりだし、 
^—2 とり ー ドして前半を終了す 
る。前半、ミスが多く本ホの力を 
出し切れなかった江東商の反撃が 
期待されたが、後半に入っても夙 
川学院のデイフ卫ンスを崩せずに 
前半と同様夙川にうまく走られて 
得点を許し、大差のゲームとなつ 
てしまつた。 


得000001011002 
翰橋山本田橋子井崎坂原間落 
東 久 
姐高古根村高金藤宮量刖佐水 


K 

G 


す緋嘘 


の吹井原井山田尾木岡杉村 
§伊中藤大小狀^中柏市小田 


辱_ 


T 
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3回機 


川崎化2^ 


巧東海女 


厂 V 

〔戦評〕両チ—ムとも相手をょく 
研究し、東海女•前原、川崎化. 

武田へのマンツ—マン.ディフエ 
ンスを立ち上がりからひき、気の 
なけない試合展開となった。得意 
のオフ王ンスを封じられながらも 
東海かはサイドががんばり、川崎 
化は早い展開からの攻撃で得点を 
あげ前半を終了した。 

後半に入るとオーソドックスな 
デイフ卫ンスをひき、両チームと 


もに持ち味を出し切る好ゲ I ムと 
なった。しかし、東海かの速攻、キ 
速なを前.後半にわたってよくお 
さえた川崎化が試合をらのにした。 


博〇 0411040041 
5^田原山辟井藤山崎林浦 

ほ山多前巧水石加丸尾小三 


K P 
G F 


平 I 掛 


M 端森崎掛山合本田林巧島 
^池小吉水落森武若小松 
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かぉ市女2? 


T 巧 


巧熊本女商 


〔戦評〕前半立ち上がり、小松市 
かは宮崎、竹村のロングシユート 
が决まリ快調だった。その後シユ 
—トミスが続き、熊本女商の多彩 
な攻撃で逆転された。後半はじめ 
は互いにラフなプ レ！ が続き、互 
角の戦いとなった。その後一進一 
退が続く中、少し疲れの見られる 
熊本か商に巧して小が巧かはディ 
フェンスから リズムを つけ、終盤 
に宮崎のロングシュ—卜から試合 
を決めた。 


得 001920201000 
巧村内下嶺村金本本村川 
本爾 東 
g 木竹森長松未寺杉木立 
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林田野崎野野川野野下 

5鏡小大北宮竹東出箱- 
得 0030 K 3110000 
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•第 14 回全国高校選掠大善 


本 を巧 


化昭巧学院 


L 口 — 8J 

〔戦評〕前半は、本庄、昭和学院 
とも ロングシユ！卜、速攻、サィ 
ドシユート、ポストシユ I 卜と多 
彩な攻撃を見せ、昭和学院の星が 
3連続得点をすれば、本庄の大生 
が2速続得点をあげ応戦し、昭和 
学院の1点リードで終了した。 
後半も緊迫感のあるゲーム展開 

得003060130021 一 ^ 
帆；藤本田鳴野井沢か部田 

t 日林 皇 

び佐嶋福豊大細梅若阿増 


で激しい攻防となつ‘、広瀬の 
ロングシュ I 卜を中んとするな撃 
で得点を重ねた本庄が逆転で勝利 
を収めた。 


名短か n 


W 夙川学院 


K 


F 


Y •揣迎 


;3田木口木^矢藤瀬木上元 

絮一づ出黒富大染佐広赤井ま 

朽〇 00114607000 


T 

P 

尚 
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行 —0 

〔戦評〕先取点は夙川が奪ったが 
名短付は多彩な攻撃で得点を重ね 
一時は 6 i 3 で名短付がリード。 
ところが；5分過ぎ、名短付.山川 
のペナルティ J スロ—失敗を機に 
流れが I をして夙川ぺ—スとなり 
ペナルティ I 得点を含め、連続3 
点を連取して一気に同点に追いつ 
き前半を終了。 

後半に入り、夙川.大井がポス 
卜から決め、夙川が初めてのり！ 
ドを奪うが、名短付もすぐに K 分 
ぶりの得点で追いっきゲームは‘ I 
進一退が榻く。巧分過ぎ' 今度は 



夙川•大井のペナルティ—を名短 
付.庵下が阻止すると、名短付が 
流れを奪い、2点を連取して主導 
権を握リ、^:: — :^で逃げ切った。 


得000502240100 
灰井原井山田-尾木岡わ村 

巧伊中藤大小賊®中が市小田 


K 

G 


〔審•織掛 


が下ロロ地田川村木旧川村 

庵洞 W 新梶山中黒 { 畜森 
得00324401300 
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一 — _ 
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華決鱗 


川崎化の 


W 小お巧女 


、 41 〇， 

7 16 

〔戦評〕立ち上がりは小松巿女が 
宮崎の3連続得点などで 411 と 
リ I ド。しかし、川崎化は船山の 
ポストシユ'—卜をきっかけにま崎、 
武田、落合らチ ー ムー丸となって 
の攻擊でじりじり追い上げ 5(4 
と逆転。ここからは川崎化のぺ— 


得〇〇 5281000000 
巧森田野崎§野旣川野既下 
が前 

的鏡小大化宮竹東出滝^^^ 


K 


即〔審 .1 班 


濃端森崎掛山合本田林巧島 

邪池小ま水曇森武若小松 

得〇01344306000 
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名お付の 


W 本 庄 


スになり' が市かは森本、武田 
を中ムにした川崎化のディフユン 
スになかなか思ぅょぅになめ切れ 
ず、と川崎化の4点リ I ド 
でがり返した。 

後半になっても川崎化のぺ{ス 
はをわらず、小お市ホは決定力じ 
欠け、結局の IW で川崎化が逃げ 
切った。 

、じ —6, 

,218 、 

〔戦評；^まず名短付が先制、前半 
8分からぺースをつかんだ名短付 
が梶田のロングシユ—卜を中、心に 
着実に得点を重わていった。一方 
本庄も広瀬のロングシュートでが 
抗するが、名短がの固い守りに阻 
まれてなかなかゴ—ルが決まらな 
かった。 GK 巧 田もょ くがんばっ 
たが、 じ一 6 と 名短付が リードし 
たまま前半か終了した。 

後半は本庄もぺースを取り戻し 
速攻やサイドシュ—卜で何度も名 
短付のゴ1ルをゅぅしたが、前半 
での得点差は大きく、結局班—2； 
で名短がが逃げ切った。 


52404400 


〇田木口木中生矢藤瀬木上元 
げ坂二 j 出黒皇大染佐広赤井ま 


K 


審•訓邮 

厂 堯目」 


^下ロロ地田川巧木田川村 

说庵涧川新嗎山中黒 i 畜森 
得〇 〇 5 〇 W 4 〇 〇 2.1 〇 


4 

T 

P 

2 
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決勝 


を短付リ 


:!1「 
化—り」 


化川峰化 


〔戦評〕3年ぶり3度目の優勝を 
租ぅお短付と強豪を連破して波に 
乗る川崎化との間で女子決勝が行 
われた。 

前半立ち上がりは両チーム速攻 
から 得点を里わる。 しかし、 中繼 
あたりから 名短かが ロング シユー 
卜で川崎化がポストと互いの持ち 
味を出し合ぅ。前キ残リ5分、名 
短付が速攻でリズムをつかみ U — 
7で前半を巧り返す。 

後半は終始 W 崎化のぺースで展 
開。残り8分でと追いつき 
残リ7分で^::|^と逆転する。し 
かし、名短がも負けてはおらず、 
必死にふんばりすぐに追いつき、 
本来の速攻を展開し巧び逆転、川 
崎化を突き放した。すばらしい追 
い上げを見せた川崎化であったが、 
結局？： 3 IS で名短付が3度目の優 
勝を飾った。 


得0032 26104000 
崎掛山合本田かげ島 

化池小ま蠢落森武若小松 

K 


〔を.船逃 


細一 


下ロロ地田川が木田川村 


庵洞川新梶山中黒 i 畜森 
項〇 0336900000 
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第巧回全曰本実業图 K — ナ乂ン h 


、2巧9曰〜 U 曰心 
一山日県 } 


h ヨタ自動車に栄冠 


，—回戦 


■ 3夕 


自助单 


の 


9東ソー 


、じ—8 

，巧—1、 

(戦評)前半 5 分までは、第 1 試 
合といぅこと もあつて 両チームと 
もなかをか得点をあげられなかっ 
たが、巧分過ぎから東ソ—の小さ 
なミスを得点に結びつけて トヨタ 
が引き離すかにみえた。しかし、 
前半終了 2 分前の東ソ —2 得点で 
前 ホ-トヨタの4 点り--ドで終了。 

後半の出だしで両チームとも！ 
点ずつをあげたが、 W 分過ぎから 
トヨタ •デイフ卫ンスの足が よく 
動き始め、後半を1点におさえて 
楽々と逃げ切った。 


呼〇 203103000 

T 梨井藤広を川中縣 

诚储藤後森藤藤東田山 


K 

G 


Y 酷册〕 


を森井田井村尾上冗々田内 

ヨ ノ 

。西富香川酒田松村わ野光山 

巧00 571110160 5 


T 

P 
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豊田合成5^ 


vu —6^ コスモ 

，じ—5」1ち油 

〔戦評；一両チ—ム順調な立も上が 
ゥを みせ、ロングシユ I 卜 、ステ 
ップシユ ー ト とを おな攻擊を展開。 
序盤は GK の好守が光る。中盤、 
豊田合成の好ディフ卫ンスにょる 
速攻の連続得点が目立つ。 I 方、 
コスモ石油はセット•オフェンス 
にょるなめが多いが、得点に結び 
つかない甘いプレ1が多く、ディ 
フェンスじもラフプレ I が見られ 
る0 

後半立ち上がり、走力、セット 
力、デイフェンス カと も勝る豊田 
合成が一方的に得点を重わ、ゲ t 
ムを決める。 


005022020 

岡田畑攝¥本本本 

盖唇化高川八福松西 



審•咖 


栅〕 


趴村山井ぶ田か林條部山 

木ホ 

歸梅中花渡黒有小上堀森 

得〇 03 83 


北陸題力茹 


UI 7 

8 IH 


巧マツダ 



得〇 

巧 本を浦崎林上田井$ 
ッ觸 

? 巧越一二裏小が藤藤弘磯 


〔*1。欄〕 


内石葉原谷中田崎上野田 

熊竹大近鍛角坦11稲川仲前 

がザ〇 01038740102 


5 
2 
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P 

リ 

6 
2 


両チ I ム GK の巧守で息づまる展 
開と なったが、終了 5 秒前、化陸. 
田中のシュートで勝負が決した。 


壁 田 


自動簿機 


巧 


"自衛隊 
—橫須巧： 


〔戦評〕北陸は角谷のシュートで 
好調な立ち上がりをみせ、序盤の 
ぺースを握った。マツダも粘って 
反撃したが、北陸のチ 卫ック の早 
いディフェンスになめ切れず、巧 
一二 GK にノーマ I クシユ1卜をキ 
—プされた。化陸は着実に加点し、 
徐 々に 点差を広げた。 

後半、北陸が2点連取したが、 
マツダは化中などの活躍で 5 点連 
取し勢いづいた。化陸は前半のよ 
うなディフェンスのチェックがな 
く、互いに点の取り合いとなリ延 
長にもつれ込んだ。延長に入り、 


呀〇01543426020 
敦田巧江畑沢山田田浦田藤上 
須 

S 華蟹奧大諫倉鎌わ山伊田 


K 

G 


记審•萬里場 j 


g 山藤原上藤武村木田本山崎 

武桑井斉未松棚が橋勝外 
化ザ〇 00256011000 
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本田技研 


爽風を 




「 W 14, 1 日本原子 
b — 7」 1力研究所 

〔戦評〕本田は試合開始から大西 
のロングシユ t 卜、 GK からのワ 
ンパス速攻で次々と加点、巧して 
日本原研は安掛のミドル、宮本の 
ロングで返すが、走力に上回る本 
田が前半を U 点差と大きくリード 
した。後半も走力に勝る本田がお 
ホと加点-'、大差のゲームとなつ 


た。日本原研は、本田ディフ卫ン 
スにボール回しを分断され、思う 
ようなな撃ができなかった。 


り！『 

,5518」 

〔戦評〕斉藤、未おのロングシユ 
I 卜に頼る横須賀にがし、ディフ 
卫ンスから速攻、奥畑を中ムじし 
たコンビプ レ！ で得点ず る 豊田自 
織が前半を n —7 と 4 点りードし 
た。後半、横須賀のディフ卫ンス 
が荒くなり、退場する間、豊田自 
織は着実に得点した。横須賀も斉 
藤のロングで反撃するが、 ょく 走 
った豊田自織がぺ—スをつかみ、 
g 3 l 巧で豊田自織が勝利を収めた。 


20600102 
賀本掛達原井沢ネ 


&広志藤安ま狄坪相宮 
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ご審 .1 判 


键山須ま西根方井下資 

S 内奈弥大関讲平木永巧小 m 
0433 K 1 23251 
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大同特殊 


銷星崎 




，化—5^ 一二井お化 
，巧—2」千 葉 
〔戦評〕立ち上がりより大同特殊 
鋼星崎のつめの早い、厳しいディ 
フ卫ンスに S 井石化は攻め手を欠 
き、無理なな撃が目立ら、速攻に 
よる 失点がをい。大同のディフエ 
ンス両サイド久米、宇戸の走りが 
シ ャープで、速な時のバランスが 
よ<、多彩で ある。 攻守と もに 大 
同がを定 した プレ ーをして 一二井石 
化のスピード負けの感あり.、前半 
の中盤でゲ！ムの勝敗が決定した。 


碍〇 2000021200 
—1 中藤本重村田船村林村 

田佐坂森岡相貴一二一二木 




審 • 萬"場 P 


一;^野崎山な米澤戸浜野田 

けお松森酒久古字横牧野 
得0066673410 
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中が荷役運輸株式会社 

代表取締役社長中が昭化 
本社干 108 東京都難区芝浦 2 — 3 — 39 

電話東京 （03) 3451-4161( 代） 
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巿役所 
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口日本発条 


「じ—81 

百—5」 

〔戦評〕両チーム互角の立ち上が 
りから金沢が速攻にょる 7 連敗で 
8 が 3として ゲ I ムの主導権を握 
った。その後一進一退のな防が続 
き、金沢が 4 点をリ ー ドして前半 
を終えた。後半、運動量に勝る金 
沢が速攻で着々と加点したのにが 
し、 日本発条は後キ：^:み間、ペナ 
ルティにょる1 点じおさえられた 
のが痛かった。 


昂〇〇41301400 

が奔巧上田村藤屋上塚原 

$清手井山中進钟井石前 
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〔審•耐协 j 


の中田内森本野田田村村 

站 岡 倉 

旌か秋垣金柄水真西池中 

得 002307006300 
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日本弯装如 




自衛隊 


久里浜 


、でご 

，り 1 C 

〔戦評〕日本電装は速攻にロング 

シュート、ポストプレーと多彩な 


得 001104110300 

颗平田进根村木利を坂木野島 

け下桜渡串黒友永白黒菅け 


K 
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審 . 


啡 が， 


勤橋山村$上崎口波田迫 
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.笠 


^间福わ橋久井岡極難化菜；！ 

得 004245252222 


1 

T ± 

T 

P 


攻撃を展開し、持ち V 攻撃力を 
発揮した。 I ち、久里浜は黒木の 
ロングを 中んとしたセットカをつ 
めの早い日本電装のディフ卫ンス 
や GK の好守じ阻まれ、前半を：2 
が6で終える。後半も流れは変わ 
らず、大差で勝敗は決した。 


竹芝精巧の 


’ じ—目 17 日本耐驗 

，巧— ： =j 1巧工業 

〔戦評〕両チ—ムとも立ち上がり 
ミスが多く、速な、遅攻ともにな 
かなか得点に結びつかなかった。 
前半を2巧6で竹芝精ながり—ド 
して巧リ返し、後キは両チームと 
もスピー ドの ある プレ I をくリ広 
げたが、結局^^が^:の^点差でか 
芝が勝利を収めた。 


得 00013114 250 
釣田立が西田を島賀村野 

娜岩足^^玉/吉五古野青 


K P 
G F 


，を.古富‘ 
L 審長本」 


川間木場本村元 i 肥野 

け桜中桐馬三今坂野一一1±長 

得〇 4643025300 
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大阪ガスの 


、じ一 s '! 6中村荷役 

，り— sj 1遅輸 

〔戦評〕前半3分過ぎまで両チ I 
ムともいいおで攻めながらもミス 
が続き、得点には結びつかないと 

いうゲームスタ-^となった。そ 

の後は相手のミスを確実じ速攻へ 

っなげた大阪ガスが^^対6とリ| 
ドして前半を終了した。 


後半に入っても1分過ぎ大阪 
ザス • 濱田の速攻などでリードを 
広げるかに見ぇたが、中村荷役も 
4分過ぎじは猪卷のスヵィシユ J 
卜 、速攻、 さらに 9分過ぎには速 
なからのポストシユートを城間が 
決め、一時は1点差まで追い上げ 
た。しかし、大阪ガスも中村、加 
地、濱田らの得点での対 W と粘る 
中村荷役をふり切った。 


勤塚田本沼卷間地屋$ 
巧飯飯松大猪城福一二田大 
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初田野地田本村田あ田田川 

け福奥加含石中長田藤濱大 
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山陽国策 
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广1 1」 

〔戦評〕前半は両チームともゆつ 
くりした 展開で W が 8 と一二和銀行 
がリードを ずった。後半に入ると 
両チームとも早い展開で4分過ぎ 


得0 620712 0101 
g 上本波&田遁岡橋松田 

a 見松南山上原白未高小織 
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審 .5 卿 


g 永山藤和 i 永本中川西 

^ 滝 

一^岩丸加大山木松川里垣石 

得 008410- 
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じ山陽か r し追いつく。互いに 
I 進一退の好ゲームを展開したが、 
一二がが山陽のスキをついたポスト 
シュ I 卜などでのが W で逃げ切っ 
た。 
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ル自動ま. 
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日本碍子 


、6! 

，で 

〔戦評〕前半の立ち上かりょリセ 
ントラル自動車の I ち的な攻撃の 
ゲーム展開となった。日本碍子は 
決め手がなく、無理なシユートを 
げち、逆速なにつなげられぶ差は 
広がるばかりであった。後半も前 
キ同様、セントラル自動車の速い 
攻撃を日本碍子はずり切れなかつ 
た。 
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^出水口岡を田内脇木山 
ソ 森 

け野本清江梅喜岩か西高磯 
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田場戸部形原船が葉東 

h 佐寿签瀬阿尾饒貴中千伊 
情〇 0533121853 
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日鉄建が巧 


-c — 7^ 3新日鉄 
瓦—化」2る古屋 

〔戦評〕前半5分まで〇が〇のま 
まお瓦い動きが固く巧点につなが 
らなかったが5分過ぎょり日鉄建 
材側のロングが決まりだしリード 
するかに見ぇたが、新日鉄側もサ 
ィド シュ！ 卜や 速攻などで追いつ 
き 再び シ I ソ I ゾ！ムとなったが、 
徐々に差が開き、前半を6点差で 












































終わった。 

後半も前半と同様の試ん口展開で 
動きは新日鉄もょいのだが、辰身 
者3人を揃える日鉄建材が終始り 
!ドを保った。残り3みに日鉄建 
材•板痒が失格となり新日鉄が追 
い上げたがタイムアップとなった。 
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巧浜平±清蟹大水か伊渡 


K 


巴？姑越 


ぶ里上本内寫山山辺井 

q 古川杉を鹿上外池板 
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神戸製銷52 


^ JUKI 


な—。 

〔戦評〕立も上がりから白熱した 
ゲ 1— ム展開だったが、お互いにミ 
スが目立ち、得点に結びつかなか 
つた。前半を8が4と神戸製鋼リ 

1ドで折り返し後半へ。 

後半に入ってもお互いのミスは 
減らず、また JUKI は神戸製鋼 


马〇 00211120日00 

邱 I 暮藤淵村娜野井浏野澤池 

け長木後溝化取河が岩鷹長福 
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〔審•塩高見〕 
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^宮江滋山沢藤猿河太坂本 
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徳山曹達 K 


リ常陽銀行 


の退場した好機に得点を伸ばすこ 
とができず、点差は縮まらなかつ 
た。 

‘で9’ 

，リ—じ、 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チ I 
ム譲らぬ攻防で接戦かと思われた 
が、 W 分過ぎから徳山曹達が相手 
のミスをぅまく誘い、東のミドル 
シ ユ—卜、広 中、湯 浅らの速攻で 
WI 9 とり I ドして前半を終了し 
た。後半に人って、常陽銀巧は吉 
川、入江らの得点で粘りをみせる 
が、徳山曹達も速なでリ—ドを広 
げ逃げ切った。 
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$!高木下佐桜吉原入中小海沢 
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=1 景辨 


。新日鉄 


&大み 
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〔戦評〕新日鉄は河野、大わのミ 

ドルシュートと牧のサィドなど多 
彩な攻擊で着実に得点を重ねてい 
つた。一方二一景も斉藤のロングや 
福±のサィド、速攻などを織り混 
ぜた攻撃で前半終了間際に同点に 
追いついた。後半立ち上がり早々 

新 日 鉄が速な2本で リ I ドした が 
一二景もすぐに追いっ^、逆にリ I 


ドしてからは一二景のぺ！ス となり 
徐々に差が広がり、一方的なゲ I 
ム展開となった。 
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£ 村井藤橋井田山原橋野藤± 

玉ぶ 

に中石斉高金清小木高ま近福 
5ザ〇05651050006 
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。豊田合成 


1 SU ■1_ r-1J t 

〔戦評〕地力に勝るトヨタ自動車 
が、 ポイントゲッタ！川 田の活躍 
で前半から着実に加点、 WI 6 と 
大きくリードを奪った.。 

後半に入ってもこの展開は変わ 
らず、遭田合成はトヨタのディフ 
エンスをなめあぐみ、大差で勝敗 
が決した。 
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贈武村山井辺田田島林條部峰 

始刖梅中花渡黒岩真小上堀高 
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〔審.特動〕 


^森井田井巧屠上元々田内 
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い西富香川酒田松村わ野光山 
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化陸霉力^5 


田 

■自動織機 

〔戦評一をリだしぺースのつかめ 
ない化陸電力は、セット•オフ卫 
ンスで攻めきれず、豊田自織の速 
攻につかまり一時6対〇と離され 
た。しかし、粘る北陸電力はディ 
フェンスでがんばりをみせ、また 
角を、田中のミドルなどで追い上 
げ、 21:2 と逆転で接戦をものに 
した。 


化ザ〇 00021000 W 10 

敏田村江畑沢田川西浦野田上 
T 蟹奥大倉小鎌お大山田 
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審•萬-場 


内石葉原を中田崎上野田 

H 熊竹大近鍛角呈二稲 W 仲前 
得〇 02023720000 
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大同特殊 
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、じ—9^ 7本田技研 

銷星崎2吊—8」1憲会 

〔戦評〕試合開始から大同は酒な 
のロング、横浜の速攻などで前半 
6分までに日が 〇とりー ドした。 
がする本田も7分じ弥まのスカィ 
プ レ— から連続3ゴールをあげ、 
3点差とした。その後 もじわじわ 
と点差をつめて W 分に同点に追い 
ついたが、終了間際に加点した大 
同が2点差として前半を終了。 

後半2みからネ田に退場者の出 
る間に大同は確実に得点し、後半 
W 分を終わって大同が6点をリー 
ド。 その f 殖一退が続いたが、 


大同が日点差で勝利をものじした。 
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崎山な米璧尸お野田 

が'浜松森酒久古宇横牧野 
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りを お 
I 巧役所 

〔戦評〕前半の序盤、日本電装の 
好守備と両サィドのをりが巧え、 
速なの得点が光る。'一方、金沢市 
役所は単調な攻めとラフプレー、 
パスミスなどによる失点が目立つ。 
巧分より両チームとも攻守のバラ 
ンスが とれ 互角の展開と なる。 

後半は金が市役所の立ち上がり 
がよく、軽快なゲ ー ム展開をする。 
中盤は両チーム GK のち一二じわた 
るか守備でゲームを盛り上げる。 
結局、前半のリ I ドをずった日本 
電装が逃げ切った。 


得〇 
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M 竹秋垣金橋水真西池中 


6 


K 


•審•巧羣 T 


•良を 
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ねば o は頑張 o 気力は体力 



効能•効果 


♦滋養強化•虚弱体賓 


>肉体疲労•病後のがカイを下.ち腸障害-栄韋隨害_ 

-発熱'性消'耗性疾患•姐!！授乳期などの場合の栄‘垂補給 


丰3-ムすだし71だ。]ァィコ 


W 運な製漂が i ゴ夏な 

つつブ巧 

* 本し视01 1(747) 21 ㈱ ■東を03 (3293) 33目1■轴1 052 (971)5901 
•大阪06 (458) 8901■ぶ畜腿2 (264) 4116*福岡092 (481) 7382 


竹芝精巧化 


n 大版ガス 


な — SJ 

〔戦評〕前半開始早々、竹芝精巧. 
中間の速なやサイドの回り込み 
で4点を連取、 I 方的なゲームに 
なるかにみえたが、大阪ガスは合 
田のカットインでやっと1点を返 
すが、なかなかなめ切れず苦しん 
でいたが、加地が連続3点決める 
など徐々に追いつき前半終了間際 
じは1点差となった。 

後半に入り、化芝はポストを使 
った攻撃で差を広げ、着実に加点 
した。一方大阪ガスはペナルティ 
13本を止めるなど GK の好{寸が 
あったものの加地のミドルや々ッ 
トインじ頼るが今一歩なばなかっ 
た。 


得001610024012 

贼田野地田本时田巧田田川 

福奥加合岩中長田藤濱大 
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巴審 .附 が、 


^川間木場本村元*^肥野 

W 桜中桐馬二一今巧暨二王長 

得〇 5341500000 
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UIII 巧銀行 


セントラ 5 fu — 6' 

ル 巨動韋2 

〔戦評〕前半立ち上がり、千葉の 
ミドルシユート、瀬戸のサィドシ 
ュ—卜などで主導権を握ったセン 
トラル自動車が；5巧6とり—ドし 

て終了した。後半に入って、三和 
銀なも加藤、川本らの得点で追い 


上げるが、セントラ：^ 動宰も阿 
部の連取などにょり洗が U で振り 
.切つた。 
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田場戸部形原船村葉東 
ン 老 
^ i ^佐寿望瀬阿尾海貴中千が 
巧005 4503332 0 


日鉄建材の 


W 神戸製銷 


〔戦評〕長身者3名のロングシユ 
I 卜を中、心に速攻をまじえてのな 
撃を見せる日鉄建材と試合好者の 
神戸製鋼。神戸 GK の抒ずと多彩 
な攻撃にょってシ I ソ！ゲ J ムと 
なったが、前半終了 5分前ょり日 
鉄建材がフローター中、心のな撃に 
よって連続ゴ—ルし4点差をつけ 
た。後半立ち上がり早々、日鉄建 
材のミスからの速攻で連続ゴ I ル 
し勢いに乗ったが、地力に勝る日 


巧001400060012 

17、を里口野本山を丸内田本川 

& 宮藤江滋山沢藤猿河太坂本 
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〔審•酣栅〕 


が里上ネロ内寫山山辺井 

が古川わ山を鹿上外池板 

がず001117 5 106 
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S をぶ 


化徳山曹達 


鉄建がが板井の活躍で徐々に点差 
を広げ振り切った。 

，9|巧 
，:=— 6、 

〔戦評〕立ち上がりから激しいゲ 
!ム展開となった。一二景は斉藤、 
高橋らを中んに得点を重わるが、 
ポストシユート、速攻を徳山曹達 
の GK 村上にことごとく阻止され 
リ.ードするきっかけかみつからな 
い。徳山は前半終了間際に湯浅の 
シユ ー トで1点を リー ドして巧リ 
返す。後半に入ってすぐに二一景が 
追いつき、1^後じリじリとリ|ド 
を奪い、 W 巧 W と4点差をつけて 
徳山曹達をふリ叨った。 


得〇 

^上上永田中巧浅重島 
曹 湊東 
&膝村山重前広中湯峯手 
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(戦評〕北陸•鍛原が2分が秒に 
得点、 W げ後にはトヨタの香井が 
得点。2巧2の同点からトヨタの 
フリースロ！ラインの外までチェ 
ックする積極的なプレス•デイフ 


卫ンスにが‘一し化陸は攻撃を分断 
され。ハスカットされたり苦しい体 
勢からのシユ1卜に追い込まれた 
りしてトヨタの2連続得点を許し 
てしまった。？；3分 W 秒、化陸.角 
をのシュートが決まり田中、川上 
がそれに続いたが、7点を返すの 
がやっとだった。 
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^内石葉原ハ八口中田崎上野旧 

け熊竹大近鑛角团二稲 W 仲前 
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ひ富山香川酒田松がわ野光山 
得〇 06 U 21109625 
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大同特殊 


銷星崎 
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广1 1」 

〔戦評〕前半、両者ともょくずり 
セットでは得点できず速攻での点 
の取り合いとなった。大同のシュ 
1ト ミスにがし、よくず リ 、速攻 
を確実に点に結びつけた日本電装 
が前半 とリ— ドした。 
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辭野崎山な米璧尸浜野田 

□お松森酒久古宇横牧野 
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長井」 


^山村本本田上口井波田 

^局福杉橋久岸井を極梅難柴 
巧〇 044622702 5.2 
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後半、ロングシユートをつめの 
早いディフェンスで封じられた大 
おがポストシュートなどで反擊を 
試みるが、日ネ電装のミスに乗じ 
ての速攻やロングシュ I 卜じ巧え 
をみせ^が巧で勝利を収めた。 


か芝靖巧が 


、じ—り' I 1 セントラ 

, wlw 」 2ル自動車 

〔戦評〕前半、最初からか芝精巧 
の。 へースでゲームが進められて巧 
め手のないセントラル自動車の無 
理なシユ！ 卜や ミスからの速攻で 
徐々に点差を広げた。しかし、セ 
ントラル自動車も前半残リ5分ょ 
りリズムがおくなリ、逆にか芝の 
ミスにつけ込み速攻で1点差とし 
て前半を終了した。後半に入り、 
セントラル自動車は千葉のロング 
と速なとで連続ゴ I ルし一時逆転 
じ成功、波に乗るかに見えたが、 
^2分過ぎか芝が速攻2本で再び逆 

転してからは終始か芝ぺ I スのゲ 
I ム展開となった。 
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〔戦評〕前半立ち上がり、上山の 


ミドルで先制した日鉄建材が、そ 
の後も板井らの得点でリードを広 
げるかに思われたが、兰景も福± 
のステップシユ！ 卜を 機に高橋ら 
の得点で W 分過ぎじは1点差、 S 
分じは金井のサィドシユートで同 
点じ追いついた。その後も高橋、 
金井らの得点で一二景が差を広げ、 
前半を U 巧 U で終了した。後半に 
入って、 W 分には上 山、 鹿鳥らの 
得点で同点に追いついたが、その 
後、一二景の福±、金井らが得点を 
重わ、 S が挑で逃げ切った。 
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巧日本電裝 


な—巧」 

〔戦評； M 刖キ立ち上がり、トョタ 
自動車.田村、日本電装•井上ら 
の得点で接戦かと思われたが、の 
分過ぎ日本電装の相ホぐ退場を機 
じトョタが川田ら のシユ ー トで着 
実に得点を重わ巧が7で前半を終 

了した。後半に入って、日本電装 
は巧み過ぎからトヨ々劫を •W 


田にマンツ1マン•ディフェンス 
を試み、笠らの得点もあって追い 
上げたが、前半のトヨタのリード 
が大きく、別が巧でトヨタ自動車 
が逃げ切った。 


^橋山村本本上心崎口井波田 
§局福杉橋久井を岡極梅難柴 


K 

G 


〔#•5幽 


^森井田井村尾上元々田内 

G 西 富香 川酒田松村杉野光山 
03 W 2400己已20 


5 

2 

3 

T 

P 

到 

リ 


U =1 景 gj 


竹芝插巧 


T 

P 


、巧 —9‘ 

412 

厂1 1」 

〔戦評〕立ち上がり、二一景が金井 
のサィドシユートにょるペナルテ 
ィーや速攻と2点を連取したが、 
竹芝も桐本の連続速攻で逆転、そ 
の後互いじ固い守りで五分五分の 
試合展開となったが、前半終了前 
にか芝のミスが続き速攻で6点差 
となった。後半に入っても ゲ！ム 
の流れは変わらず、二一景の厚いディ 


得〇 6624201000 
教川間川場本が元崎橋肥野 

£桜中桐馬ニー今坂野一王長 


K 

G 


PY •姑趟門 


F 


* —3— N 、 


^井藤橋井田山原橋野藤± 

に中石斉高金清树木壹口近福 

巧0006672 


ぶ 

9 

2 


フェンスを崩しきれない竹芝のミ 
スから速攻で着実に加点していつ 
た。しかし、残りの分に一一一景のを 
井が2回目の退場となり、一時3 
点差となつたが巧び11一景ぺ！スと 
なリそのままゲーム セットと なつ 
た。 


3な決定戦 


日本電装壯 


S ： 竹芝褚巧 


、51〇， 

714 

r1l 

〔戦評〕両チームとも順調な立ち 
上がりをみせ互角のゲ—ム展開を 

る 

竹芝は中間、桐本、今村の好プ 
レーがたびたびみられるが、ディ 
フユンスカに勝る日本電装がよく 
守り、岡崎、難波を中ムにロング 
シユ1卜、カットインシユ I 卜で 
得点を重わ、が W と日本電装の 
5点り I ドで前半終了。 

後半、両チーム互角のゲーム展 
開をするが、 W 分経過あたりから 
日本電装の退場者が続き、か芝の 
リズムでゲームが進み好ゲ！ムと 


なるが、スピードじ勝る日本電装 
が終始優位にゲ！ムを進め逃げ切 

つた。 


決藤 


3夕 


自動お’ 


巧 


望 景 


(3) 

21 

m 

桜 

史 

桐 

馬 

坂 

聲 

宝 

長 

を〕得 
川0 

間4 
川4 
場3 
奉2 
村6 

冗 0 

llf 5 
橋0 

肥0 
野0 

(1) 

24 

お 

靈 

% 

木 

童 

憂 

福 

1 
橋2 
井5 
田3 
仙0 
原1 
橋0 
野0 
藤6 
±3 


K 


即〔審•萬里場〕門 
j 尚 


数橋山村本本’崎口弗波田迫 

お權お橋久岡趟梅難柴森 
一巧004444401830 


「8 —り' 

序— 91 

〔戦評〕前半1分過ぎ川田の得点 
で先制したトヨタ自動車じがし一二 
景も近藤がすかさず得点し、 W 分 
過ぎに同点になってからしばらく 
激しいな防が続いた。 

W 分過ぎにょぅやくトヨタ自動 
車•巧村のサィドシユ I 卜が決ま 
り このまま トヨタが弓き離寸か 
に思われたが、兰景もすぐに追い 
つき逆に一一一景が一二点差をつけて前 
半を終了。 

後半 じ 入ると 5 分過ぎ トヨタ 自 
動車•香井の速攻で再び同点とな 
り、 W 分過ぎまでシーソーゲーム 
の展開となった。その後、香井、 
わ元らの得点でリードを奪った卜 
ヨタ 自動車が着実に点差を 広げ、 
钻る二|景を？3巧 W でふり切った。 


T 

P 

巧 


K 

G 


，亨剛術 


^森井田井巧是上元々田内 

西富香川酒田松村わ野光山 
巧ず〇 05833205100 
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c 。 I 谎 flfr 

JAPAN CUP SUPER GOAL 





《 GM -60 ゴールポストクロスバー如™ち R せ(木製） 
支持わく巧をおネットフック‘主さフレーム 
ゴムが 

《 GM -60 A ゴールポストクロスバー 80™ i ち R 付（アルミ 
ニウム合を製）支持わく巧をおネットフッ 
ク*±台フレームゴムせ 


日本ハンドボールな会がま工場 

国隙ウェイ h ' U フティンフ連强認是工場 
B 本ウェイ KU フティンク協会公認88貝おを販売 
日本化巧協会お械88浸’ 

曰本バスヴツ h - ボーん巧を巧設，な巧下 iB 
曰本バド吉ン[^ン協を 
曰すアマチュアポクシンヴ連監 J 
曰す陸上巧技连扭検を话巧巧販ホ 
曰本化育施設腐会特別を頁 


み 上無説 X 戸ち 

本な〒130累ホ巧墨田区本巧 4 T 目28»8そ 
雷話（の) 3622—8171 (巧載 • 8096 •1758 
FAX (03)3622-8175 



もっと大きな声で 
夢を語りあいたいな 


夢を語るときの瞳は、 

いつもキラキラ輝いています。 

夢を、未来を、カタチじ変える、 

そんな新時代への冒険'！:、を 

大同特殊鍋は大切にしたいと思、います。 

夢を語りあいたい……あなたと。 


大同特巧编 


本社干460名古屋巿中区綿 I -11-18 (興銀ビル) 
TEL (052) 201-5111 
支お：東ま/ま店大阪 
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ま天岡倉理総 ▼ 
山敷大 m 
備城ェェ付杜戦 


総総玉 倉 
社 敷 
社南野商 


一局 

染 
宮ェ 


9 


総 

天倉 

含吉岡理 


敷 

敷 山大 

社 

城エ 

南備エ付 


@ "まごころのおつきあい"が齡たちのちツトーです。 



あなたの銀巧 



銀な 


本店 

石川県金沢市下堤町 

店舗 

石川、富山、福井、東京、 
大阪、名古尾、京都133ケ店 
事務所 

ニューヨーク 
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( U 月3 
業高校) 
《男子〉 
▼1 回戦 
化 島 
芳 泉 
青 陵 
玉 野 
吉 備 
离梁エ 
一 宮 
►•2回戦 
化 島 
津山 
青 陵 
倉敷商 
玉 野 
吉 備. 
高梁エ 
I 宮 


含敷中央 


西大寺 
金 川 
水島エ 
操 山 
関 西 
落 合 
古城池 

津山エ 
芳 泉 
総社南 
邑 久 
矢掛 
朝 日 
備前東 
大安寺 

化 島 
津山 
青 陵 
倉敷商 

玉 野 

玉野光南 


大安寺 
矢 掛 
青 陵 
落 合 
芳 泉 
を 川 
一—宮 
朝 日 

津 山 
津山南 
含敷南 
古城池 
備前東 
操 山 
天城 
児 島 


6 — 4 
1 1 

nl 5 

?9 

7 — 2 

1―I 1―I 
^ — 6 

9 I 3 

11 

110 
1 1 

§5 — 4 


^ — 3 

U — 3 

9 — 4 
11 

9 I 〇 
1 1 

で4 


で3 

化—7 

UI6 

Y3 

で8 

召——8 

3 P T C 1 

ザ8 

^ — 4 


S U 日/県立津山商 


倉敷南 

東岡山ェ 


► 4 回戦 
総 化 

倉敷エ が — 6 
天 城 W — W 
東岡山エ S—U 
▼準決勝 
総 社 

東岡山エ WI 8 
▼決勝 

東岡山エバ!* — 

9——5 

《ホ子〉 

▼1 回戦 

津 山 ^ — 8 
津山商 化（日 
倉傲南 612 
古城池 WI 8 
備前東 U — 4 
操 山 2 — 8 
天 城 n — 2 
児 島 713 
►’ 2回戦 

西大寺 の—1 
倉敷商 の一 8 
玉 野 UI 4 
倉敷中央 M 13 
玉野光南 别 I 1 
総社南 715 
真 備 ^12 
総 社 W — 4 
▼ 3回戦 

西大寺 別 —6 
倉敷中央 U — 7 
玉野光南 ？3|5 
真備 巧 
▼準決滕 

西大寺 0^18 



第が！一^山人大会 


る化の！：！ Si から… 



111 重県秋季選手権 


( U 貝、 

館ほか) 

A 男子〉 

▼-1回戦 

桑 名 

凹日巿四郷 

莉 田 

津 西 

桑名化 

▼ 2 回戦 

四日市エ 

川 越 

四日巿 

臂市 g 一郷 

讓をエ 

凹日巿西 

津 

霞 山 

▼ 3画戦 

阳日市エ 

的日菌郷 

桑名工 

亀 山 

▼準決勝 

四日巿ェ 

亀 山 


22、の日/四弓市体育 


3 2 

111 

W — U 

3 — 2 

1 1 

別ム 

110 

11 


T 3 

WI 7 

'の—8 

別 ！5 

巧—6 

节 S 

6 f 3 

IX 1± 

s !4 


が一 4 

4 I 3 

1 1 

5 _1 

1 1 

2 〇 

3 — 1 

で9 

110 

IX TX 


津 エ 

海 星 

柴名西 

名張西 

四日市南 

桑 名 

上野エ 

津東 

臂車央エ 

高 巧 

津西 

尾 驚 

桑名化 

川 越 

四日市 

四日市西 

浸 

四日市四郷 

桑名工 


▼3 位決定戦 
梁名工 巧—じ 
▼決勝 


. nl 6 
で7 


四日市エ U 

《女子》 

►1 回戦 
桑名西 
四日.巿西 
上野 
四日市南 
川 越 

名張西 巧 — r 
四日市商 52—0 
▼ 2 回戦 


n—8 

^-5 

215 
お一 4 

^In 


焼 


T 


四日巿西 巧 IU 

四日市南 じ 
四日市商 ？3|7 
マ準決勝 

晚 gs — 3 

四日市商 ^18 

■’3 位決定戦 

四日市南 

▼決勝 

焼2.而！ 


四日市四郷 

3 昏 V 
1負 U 


桑 名 
i 
锋 

四日市四郷 
尾 驚 
四日ホ 
松城女 
津 東 

桑名西 

上 野 

川 越 
名張西 

四日市西 

四日巿南 

四日市西 

U 四日市商 





















11 

岩 徳岩 

国 

X 山国 


新防 
南府響 
陽商 



10 9 

1215 

3619 2111 

8 1 

\ / 

1012 

1111 
12 910 9 

12 

徳 

徳華 

岩岩長高 


山 


山 

商陵 

陽国府水 


新しい時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素ががボめられます。 

觀こ新しい巧術で新しし、夢をかなえる 
素がをお届けしてきた日新製銅。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



明日の素がをみつめる 

透)日新製麵 

吏を都千れ旧区化の巧3 - 4 - ! 


まを都千れ旧区化の巧3 - 
(巧国巧ビル）巧 03-3 口 6-55 り〒100 


西 京 
宇部エ 
下関エ 
旣田学園 
広 瀬 
防府西 
聖 光 

岩 陽 
徳山商 
防府商 
山 口 
徳山エ 
南陽エ 
下関西 
ぺ野田 H 

高 水 
下 松 
華 陵 
下関中ェ 


国 

国 


み 

分 


化—2 

6 I 3 
1 1 


▼決勝卜1ナメント< 
甲 南 

出水 で9 
鹿お島エ 巧 IU 
►準決勝 
加治木 

出水 5319 
▼決勝 

亢1 


出水 W 

《女子〉 
►，予選リ1グ 
画み実 
奄美 
国分実 
牧園 
鹿児島南 
鹿化島南 
鹿児島純ム 
神が学園 

is 


で广 


巧 —7 
別— 5 

で 3 
で 3 
? 3—1 
m !4 
^ — 9 
巧も 

T2 

▼決勝トーナメント1 


牧園 

▼準決勝 

国分実 说 —0 
鹿児島南 Mi バ 
マ決勝 


—U 


鹿児島南^:; 


# - L 


で 


龐南エ 
鹿化島商 
1回戦 
鶴 丸 
国 分 
大 島 

甲 南 
鹿児島ェ 

U 加治木 


奄 美 
志布志 
志ホ志 
冤島中央 
愛島中央 
牧 園 
神村学園 
出水 
出 水 
-回戦 

奄 美 

牧 園 
宽島純ム 

^2国分実 


防府西 

西 京 

山口中央 


華 陵 
岩国商 
徳 山 
徳山商 
マ準決勝 
岩国商 
徳 山 
►決勝 

岩国商 S 



第如国熊妃居県窩おお人大を 

( 〜日/国分巿総合体育 
館ほか) 

《男子〉 

▼予選リ I グ 

大 島の一2 指 宿 
指 宿 WI 8 加世田 
加治木 W — 4 加世.田 
加治木 818 大 島 
鹿児島エ 的—9 加治木工 
加治木工 WI 5 甲 陵 
鹿児島エ UI 5 甲 陵 
出 水 ^16 志布志 
笠 沙 WIW 志ホ志 
出 水 ^ — 9 笠 沙 

雲まで n 鹿児島霉 

甲 南 UI 5 鹿児島局専 

甲 南 ^—n 鹿児島- 

鶴 丸 巧—8 穎娃 

鶴 丸 巧—7 竿人工 

单人工 U19 穎 娃 

鹿児島南 巧 —6 薩南ェ 


玉野光南 ^—8 真 備 
►決勝 


玉野光南 W 


W 西大寺 


を 

国 

宫 

が 

選 

お 

山 

P 

巧 

予 

選 

ブ 

③ 

周 

南 

ク 

ラ 

ブ 

y ~\ 

順 

位 

\_ f 

① 

徳 

山 

ク 

ラ 

ブ 

② 

山 

P 

ク 

ラ 

徳 

山 

ク 

山 

ご 

ク 

徳 

山 

ク 

マ人教 

り古：肖 

1 子西 
グ V A 
戦 31 

山 

ご 

県 

▼下 

決 松 
勝ドム 

ク 

山 

1 

? 菱 ; 

勝ク 

下 

松 

ク 

徳 

山 

大 

山 

1 

▼山 

2 S 

戦団 

徳 

山 

高 

専 

徳 

山 

曹 

達 

▼へ *"N 

1 男 11 
回子巧 
戦 V10 

11 

曰 

/ 

山 

□ 

醫 

藻 

嘉 

山 

n 

m 

1 

大 

安 

m 

の 

が 

32 

1 

0 

18 

1 

14 

23 

1 

6 

'18 

1 

7 ' 

13 

1 

11 

26 

1 

23 

25 

1 

15 

34 

1 

19 

31 

t 

12 

31 

1 

29 

32 

1 

20 

29 

1 

26 

22 

1 

17 

26 

1 

19 


山 

□ 

ク 

周 

南 

ク 

周 

南 

ク 

18 

下 

松 

ク 

下 

関 

ク 

徳 

山 

大 

山 

曇 

画 

徳 

山 

高 

専 

徳 

山 

ク 

徳 

山 

曹 

達 

徳 

山 

大 

〇 

周 

南 

ク 

岩 

国 

ク 


(53巧が、の日/岩国商高体育館 

ほか) 

入男子 V 

►’ 1回戦 


岩 陽 
防府商 
山 口 
徳山エ 
華 陵 
下関西 
小野田エ 
マ2回戦 
下松エ 
高 水 
下 松 
岩 国 
徳 山 
華 陵 
下関中エ 
若国エ 

▼ 3 回戦 
下松エ 
岩 国 
徳 山 
岩国エ 

▼準決勝 

下松エ 

岩国エ 

▼決勝 

下松エ巧 

《女子〉 

マ1回戦 

高 水 

長 麻 

岩国商 

徳 山 

岩 国 

岩 陽 

▼ 2 回戦 


で2’ 

n—8 

5 — 4 
1 1 

9 I 3 
2 1 

じ —0 

4 i 3 
2 1 

S —0 

WI 8 

巧 —4 

で7 

2 I 3 
2 1 

6 5 
2 1 

9 — 6 

IX 

7 2 
2 1 

8 1 3 
2 1 

112 
3 1 

7 i Z 
11 

で7 

2 — 2 

2 1 

で8 

^iu 

-巧！ 

て 


^ — 2 

613 

11 

お一 7 

^ — 5 

巧 —5 

说 — 9 


-19 — 

























入場料金 


共通券 
( 一般前売券） 


開 

ム 

式 

準 

決 

勝 

決 


勝 

予 


選 

ソ 

一 

グ 


(中高前売券） 

全試合とも 
I 日券 


3,000円 
(大会全談合） 

し500円 

(当日券2,000円） 
し500円 

(当日券2,000円） 
1,500円 

(当日券2,000円） 
し Q 00 円 

(当日券し500円） 


500円 

(当日券700円） 


B 月巧曰（±)よ0予約受巧開始 

問い合わせ先日本 ハン ドボール協会 
03(3481)2361 



■パ ■ 



卜を見せてほしい 


0 

巧み付け部エッジの傾斜が、スパイラルソールが、そして a ゲルが、果致な巧 E を巧能にする。 


ぉ名 スカイ/\ンド@ジが《ンび -S 品番 THH 711 

メーヵー希望小売価格¥14,700 (消質税巧き） 

カラー/*ホワイトX吸レッド.マリンブルー ■ ホワイトX城マリンブル ー• レッド 
サイズ/の. 5-29.0cm 


a 猫, 


muf れじブ《ソ 

參 


アシックスは 

才 y ンピックキサンペーンの 
オフイシ材レスポンサーでが 



a 腑. 
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第已回男子•窠3回女子アジア八ンドボール選手権大会 
兼バルセロナオリンピックアジア地区を選大会 
兼お界選手権アジア地区予選大会 

開催期日 1991年 8 月引日〜9月—日 

会場 広島サンプラザ 

広島市東区スポ—ツセンタ— 
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アジア八ンドボ—ル選手権大会 
を成巧させよラが： 

—第居回男子•第3回女子アジア八ンドボ—ル選手権大を 
兼バルセ□ナオリンピックアジア地区予選— 

(曰程】-九九-年八ち二十二曰紙〜九 g - 曰® 

(大舍会場】広島サンプラザ•広島巿東区スポ—ツたンタ— 

納日本八ンドボール協を 
広島県八ンドボール協舍 











桜田淳子は、東洋証券が、 
巧きになっちゃったみた t 、です。 
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